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1 はじめに 

今日、音声合成技術の発達により比較的自然な合

成音が得られるようになったが、感情を表現するこ

とに関しては未解決な問題がある。本研究ではコン

ピュータに感情豊かな音声で文章を読ませることを

最終目標としている。感情表現豊かな音声合成を実

現する試みは過去にいくつか行われている。それら

の手法の多くは、飯田ら[1]の研究に代表されるよ

うに感情ごとの音声のコーパスを用いることによっ

て、感情豊かな音声合成を実現するというものであ

る。しかし、これらの研究では、あらかじめ文章の

感情がわかっていなければ音声合成が行えない。つ

まり、任意の文章を与えたときに、全自動で感情表

現豊かな朗読システムを実現するには問題がある。

そこで、本研究では感情表現を自動的に行う為に小

型辞書並みの語彙がある感情語辞書を作成し、その

辞書に基づいて感情を分類することを試みる。図１

に示すように本システムでは、まずコンピュータに

入力された文章を場面で区切り、場面毎に感情を決

定する。次に決定された感情を基に、韻律パラメー

タを決定して合成音に感情を付加する。 

 

 

2 研究の概要 

2.1 文章の場面分割 

場面分割とは、文章を適切な句読点で分割して内

容の等しい複数の場面に分けることである。本研究

では、場面分割に Hearst らの提案した Text 

tiling algorithm を使用する[2]。Text tiling 

algorithm では、まず文章を最小単位の単語で区切

る。次に、ある単語数の窓と呼ばれるものを連続し

て二つ設けて左右の窓とする。左右の窓間の内容の

類似度を式(1)により求める。bｌ、br がそれぞれ左
窓、右窓を表し、wが単語の反復の数を表す。 
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設けられた左右の窓をある単語数の刻み幅で文章の

最初から最後までずらしながら類似度の計算を繰り

返す。類似度が特に低くなった場所を極小点とし、

その極小点に一番近い句読点を場面の分割点とする。

過去の研究では、同一単語の反復数から類似度を求

めたが、本研究では、類義語の反復数によって、類

似度を求める。類義語には大日本図書出版の分類語

彙表の一番下の階層を用いる。この場合、ある単語

を平均で約 10 個の類義語と同一視することができ

る。 

 

2.2 場面の感情分類 

分割された場面に現れる感情語を抽出し、その感

情の強さを累積する。そして、喜びの強さの累積値

がある値以上であれば快の場面、悲しみの値が大き

い場面は不快の場面、両方の値とも小さい場合は無

感情の場面とする。 

 

2.3 感情語辞書作成 

前節で使用した感情語辞書は、前述の分類語彙表

から抽出した形容詞および副詞 988 語について被験

者アンケートによって６感情（喜び、悲しみ、怒り、

驚き、嫌悪、恐怖）の強さを求めたものである。 

 

3 小説の場面分割の最適パラメータ推定 

被験者による場面分割結果と Hearst 法による場

面分割結果を比較して Hearst 法の最適なパラメー

タを推定する。 

 

3.1 最適パラメータ 

Hearst 法は、本来説明文の場面分割を行うこと

が目的であり、物語のような文章を場面分割する場

合、窓幅、刻み幅のパラメータの最適な値を推定す

る必要がある。本研究では、単語を類義語に拡張し

て類似度を求めているのでその点からも、この最適

パラメータの推定が必要である。 
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図 1 感情付きテキスト音声合成システムの概要 
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3.2 Hearst 法と被験者実験の比較 

被験者に壷井栄の「あしたの風」を読んでもら

い、句読点により場面分割をしてもらう。被験者

は学生５名である。被験者による分割点と Hearst

法による分割点の一致度が高くなる窓幅と刻み幅

のパラメータを最適パラメータとして推定する。

一致の誤差は前後２文とし、その範囲内であれば

分割点が一致していると考える。一致度は、式

(2)(3)に示す再現率と精度を用いて計算される式

(4)の F 値によって判定する。 

 

 

 

 
 

3.3 結果と考察 

Hearst らの研究結果では、F 値 58％以上で充分

な一致度が得られていると判定されているので、こ

の実験で得た窓幅 100、刻み幅 30 の場合の F 値

75％は充分な一致度が得られており、窓幅 100、刻

み幅 30 が最適パラメータと推定できる。 

 

4 被験者による場面の感情分類 

3.2 節で行った被験者による場面分割の後に、そ

れぞれの場面の感情を快、不快、無感情に分類して

もらった。また、2.2 節で述べた方法によって、各

被験者が分割した場面の感情を感情語辞書に基づい

て感情分類した。この辞書による感情分類と被験者

の行った感情分類の一致度を表２と表３にまとめた。 

一致度は式(5)によって求めた。被験者 C 以外は一

致度がほぼ 70％以上あるので、感情語辞書による

場面の感情分類が妥当であるといえる。 

 

 
 

 

5 まとめと今後の課題 

Hearst 法による場面分割は、パラメータを窓幅

100、刻み幅 30 で非常に満足のいく結果が得られた。

しかし、今回は一つの物語のみでしか検証しておら

ず、更に試行錯誤的にパラメータを組み合せておこ

なった。今後は遺伝的アルゴリズム等を用いて最適

なパラメータを求める方法を考慮すべきである。文

章の感情分類に関しては、ある程度満足のいく結果

が出たように思われるが、今後は感情語辞書の単語

を形容詞と副詞のみでではなく、名詞や動詞まで拡

張することによって更なる感情分類の精度の向上が

期待できる。 
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(5) 一致度 ＝ 
被験者の快（不快）＋無感情 

辞書による快（不快） 

(4) F値 ＝ 
2 × 再現率 × 精度 

再現率 + 精度 

(3) 精度 ＝ 
被験者とHearst法の場面境界が一致した数

Hearst法の場面境界の数 

(2) 再現率 ＝ 
被験者とHearst法の場面境界が一致した数 

被験者の場面境界の数 

表 1 一致度の被験者平均 

 F 値の被験者平均 

窓幅 100 刻み幅 10 57% 

窓幅 100 刻み幅 20 48% 

窓幅 100 刻み幅 30 75% 

窓幅 120 刻み幅 10 55% 

窓幅 120 刻み幅 20 57% 

窓幅 120 刻み幅 30 39% 

※窓幅、刻み幅の単位はそれぞれ単語数である。 

表 2 快場面における被験者の感情分類 

被験者の分類 

 

辞書に 

よる分類 快 無感情 不快 
一致度

被験者

A 5 3 1 1 80% 

被験者

B 9 5 3 1 89% 

被験者

C 9 4 0 5 44% 

被験者

D 7 4 1 2 71% 

被験者

E 8 3 2 3 63% 

 

表 3 不快場面における被験者の感情分類 

被験者の分類 

  

辞書に 

よる分類 快 無感情 不快 
一致度

被験者

A 2 0 0 2 100% 

被験者

B 4 1 0 3 75% 

被験者

C 4 2 0 2 50% 

被験者

D 3 0 0 3 100% 

被験者

E 4 1 1 2 75% 
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